
鎚贈呈家畜防・家畜防疫互助基金支援事業
　

翻酔

乳用牛・肉用牛・養豚農家の皆様へ

万一の 「口蹄疫、 豚コレラ等」 の発生に備えて

家畜

　

疫互助事業
に参加を！

家畜防疫互助事業は、 口蹄疫、 豚コレラ等の伝播力が極めて強く、 我が国

の畜産経営に極めて重大な影響を及ぼす疾病が万一発生した場合、畜産経営

、、 発生農場が経営再開ま７
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事業のポイント
■

　

牛・自家（水牛及びいのししを含む。） を飼育する生産者の方は、 どなた

　

でも事業に参加できます。 ただし、 契約締結時点で家畜伝染病予防法に

　

基づき、 移動制限等が実施されている区域の生産者は加入できません。

■

　

加入者は、 家畜伝染病予防法第 １２ 条の ３ に基づき、 家畜の所有者と

　

して、 飼養衛生管理基準の遵守が必要となります。

　　　

■

　

この事業の対象となる家畜伝染病は、「口蹄疫」、「牛疫」、「牛肺疫」、「ア

　　　　　

フリカ自家コレラ」 及び 「豚コレラ」 の５疾病です。
　　　　

　

　

　

　
　　　

　　

　

　　　　　

　

－

　

－

　

■

　

事業実施期間は平成３０年度～３２年度までの３年間です。

■

　

生産者が納付した生産者積立金のうち、 牛に係るものを牛生産者基金、

　

豚に係るものを豚生産者基金で管理します。 疾病が発生し、 互助金を交

　

付する場合は、 牛については牛生産者基金、 豚につし、ては豚生産者基金

　

からそれぞれ交付されます。



生 産 者 積 立 金 の 単 価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　

　 　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

国内外の家畜疾病の発生状況を踏まえ、 前期 （２７年度～２９年度） と同様の単価です。
家畜の種類ごとの生産者積立金の１頭当たりの単価は次のとおりです。

区

　　

分 家

　

畜

　

の

　

種

　

類
生産者積立金の単価

　

（１頭当たり）

乳

　

用

　

牛
乳用牛 （２４か月齢以上） ２３５円

乳用牛 （２４か月齢未満） ９５円

肉

　

用

　

牛

肉専用種繁殖雌牛（２４か月齢以上） ２２５円

肉専用種繁殖雌牛（２４か月齢未満、子牛を含む）
１１０円

肉専用種肥育牛（子牛を含む）
交雑種肥育牛 １０５円

乳用種肥育牛 ９５円

豚

家族型
繁殖用種豚（雌） Ｔ２０円

繁殖用種豚（雄） １２０円

肥育豚 ３０円

企業型
繁殖用種豚（雌） １２５円

繁殖用種自家（雄） １２５円

肥育自家 ３５円

注：１， 繁殖用種豚には繁殖の用に供される予定の雌及び雄の豚を含みます。

　

２， 豚について、 契約対象となるのは離乳後の豚となります。

　

３， 乳用牛および乳用種肥育牛には、 水牛 （食用生産に係るものに限る。）、 豚にはいのししを含みます。

三豊キーもご；
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豚の企業型につし、て

…部 企業型 （豚） につし、ては、 伝染病発生時でも雇用が確保されることを主旨としてし、る

　

ことから、 加入時に雇用実態があり、 かつ、 発生から経営再開まで一定の雇用が維持

　

されることを加入条件としています。
擬 企業型については、常時使用する従業員 （生計を一にするものを除く）の数が、１人以

　

上の事業主又は会社が加入できます。
麟 企業型の加入条件に該当する場合であっても、 家族型としての加入は可能です。
爆 企業型互助金交付時には、雇用実態を書面により確認します。（交付時の雇用実態に

　

より、 企業型の要件を満たしてし、ないことが判明した場合には、 家族型の互助金が交

　

付されます。）
暇 事業参加者は、事業実施期間において、同一年度内に１回に限り、契約区分 （家族型、

　

企業型） を変更することができます。

生産者積立金の納付
姿…加入時に納付する生産者積立金の額は、契約頭数に生産者積立金の単価を乗じて求め

　

ます。
謙：対象疾病の発生がなかった場合には、 積立金が翌年度に持ち越され、 新たに納付する

　

必要はありません。
屋

　

対象疾病が発生して基金を使用した場合は、追加負担割合（（独）農畜産業振興機構

　

理事長が別に定めます。） に基づく納付が必要となる場合があります。

契約頭数
髭 互助金は、契約頭数を上限として支払われるため、事業実施期間 （平成３０～３２年度）

　　

における契約農場ごとの見込み頭数で契約して下さい。
，
・・
，．肥育豚は、 常時飼養頭数 （いわゆる棚卸頭数） で契約して下さし、。

１ｉ＊：契約頭数は随時見直しを行うことができます。（ただし、 契約頭数を減らしてもその

　　

分の積立金は３年間の事業終了時まで返還されません。）

雲霧三愛響きさま轟き電導麓熟議愛護きき嘉馨毒きき響き



契 約 の 効 力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｊ

■ 契約の効力は、 交付契約を締結し、 生産者積立金を納付した日から生じ、 平成 ３３年

　　

３ 月 ３Ｔ日まで継続されます。

生 産 者 積 立 金 の 納 税 時 の 取 扱し、

　　　　　　　　　　　　

－
〆

■ 各都道府県畜産協会等に納付した生産者積立金は、「仮払金」として処理して下さし、。
■ 対象疾病の発生により、 互助金交付のために生産者積立金が取り崩されたときには、

　　

取り崩された額を各都道府県畜産協会等からお知らせしますので、 その金額を経費と

　　

して処理してください。

互 助 金 の 種 類 と そ の 単 価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ゴ

　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　

　

　

家畜伝染病予防法に基づき殺処分した家畜を飼育していた事業参加者に対して、以下
の互助金を交付します。

（経 営 支 援 互 助 金）
契約対象農場におし、て、 当該農場の経営を再開する場合に、 家畜の導入を完了する
までに要する空舎部分の固定経費等を支援。

．

　　　　　　　　　　　　　　　　

・」．

　　　　

′

　　

’′

　

、

焼却・埋却等互助金Ｊ
殺処分した家畜を焼却・埋却等するために、 生産者自らが負担したその経費を支援。

〈それぞれの互助金の家畜の種類ごとの１頭当たりの上限単価は次のとおりです。〉

家畜の種類
互助金の上限単価（１頭あたり）

　

経営支援互助金 焼却・埋去Ｄ等互助金

乳

　

用

　

牛

乳用牛（２４か月齢以上） １８１，０００円

７４，０００円

（３７，０００円）

乳用牛（雌、１２か月齢以上２４か月齢未満） ２９，０００円

子牛（雌、１２か月齢未満） ２４，０００円

肉

　

用

　

牛

肉専用

牛（２４か月齢以上） ，０００円

繁殖雌牛（１２か月齢以上２４か月齢未満）

５５，０００円
肥育牛（雌、１２か月齢以上）

肥育牛（雄、１２か月齢以上）

子牛（１２か月齢未満）

交

　

雑
肥育牛（１２か月齢以上） ３８，０００円

子牛（１２か月齢未満） ３３，０００円

乳

　

用
肥育牛（１２か月齢以上） ２９，０００円

子牛（１２か月齢未満） ２４，０００円

豚

家族型

　　　　　　

ｒＩＥ旧、 ９，ｏｎｎ円

４，０００円

（２，０００円）

繁殖用種豚（雄） ４９，０００円

肥育自家 １０，０００円

企業型
糸フ自用

　

（雌） ｂ／，０００ 円

繁殖用種豚（雄） ５７，０００円

肥育豚 １２，０００円
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注：１．国等の事業を利用し、 新たに導入する家畜については、 経営支援互助金の交付対象頭数から除かれます。

　

２．家畜伝染病予防法の規定により、「患畜」、「疑似患畜」 として焼・埋却費用の １／２ の交付を受けた場合は、焼埋却互

　　　

助金の単価は （

　

） の額となります。

　

３．豚の互助金の交付対象は、 離乳後の豚です。
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互 助 金 の 交 付

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‐‐‐
ノ

躍 万一対象疾病が発生した場合、 交付申請に基づき互助金が支払われます。 ただし、 早期

　

通報や飼養衛生管理基準の遵守を怠る等法令に違反した時には、互助金が支払われなし、

　

場合や減額される場合があります。
竃 経営支援互助金の交付決定に当たっては、互助金交付認定委員会を開催し、導入計画及

　

び互助金交付単価の審査を行し、ます。

互 助 金 の 交 付 対 象 頭 数

　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｊ

※

　

互助金は、 契約頭数を上限に殺処分頭数又は導入計画頭数のし、ずれか少なし、頭数 （交

　

付対象頭数） に基づき交付されます。 このため、 増頭を予定されてし、る方は増頭後の

　

予定頭数での契約をお勧めします。
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契約頭数１〇〇 頭

鞠頭数１００ 頭

釦的頭数１００頭

殺処分頭数８０頭

殺処分頭数８０頭

殺処分頭数１２０頭

導入計画頭数９０頭

導入計画頭数７０頭

導入計画頭数１１０頭

交付対象頭数８０頭

交付対象頭数７０頭

交付対事理頭数１〇〇頭
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加 入 手 続 き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

」

■ 加入を希望する牛・豚の生産者（以下、加入申込者）は、「家畜防疫互助金交付契約

　

申込書兼同意書及び家畜防疫互助金交付契約書」を委託契約先又は都道府県畜産協会

　

等に提出します。
遍

　

申込みを受けた都道府県畜産協会等は、交付契約を締結し、生産者積立金の支払いを請求します。
■ 加入申込者は、都道府県畜産協会等が指定する口座に、生産者積立金を納付します。
■ 生産者積立金を納付した日から、 契約の効力が生じます。

　

，．１
ぬ

１ 戸 当 た り の 積 立 金 は ？

　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｊ

＊酪農 自家育成経産牛４０頭規模

　　　　

区 分

　　　　

・

　　　　　　　

単価×頭数

　　　　　　　

１

　　　

合計

　　　

１

１

　　　　

牛

　

歳 は ｉ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　

一

　　

１

　　

牛

　

歳

　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　

乳用牛（２歳以上）

　　　　　　　　　　

２３５円×４０頭＝９，４００円

　　　　　　　　　

ＩＩ，２ｏ５円

　　　　

乳用牛（２歳未満） ９５円×１９頭＝１，８０５円

＊肉専用種繁殖 繁殖雌牛２０頭規模

　　　　

区 分

　　　　

・

　　　　　　　

単価×頭数

　　　　　　　

１

　　　

合計

　　　

１

１

　　　

催緊

　

牛

　

歳

　

ト １

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｌ

　　　　　

ｍ

　　

ｌ

　　　

尊 種

　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　

肉専用種繁殖雌牛 （２歳以上）

　　　　　　　

２２５円×２０頭＝４，５００円

　　　　　　　　　

５，７１０ 円

　　　　　

肉専用種 １１０円×１１頭＝１，２１０円

＊肉専用種肥育

　

肥育牛１００頭規模
１

　　　　　

区 分

　　　　　

１

　　　　　　　

単価×頭数

　　　　　　　

１

　　　

合計

　　　

１
１

　　　　　　

種

　

育 １

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｌ

　　　　　　

ｍ

　　

ｌ

　　　　

肉専用種肥育牛

　　　　　　　　　　

１１０円×１００頭＝１１，０００円

　　　　　　　　

１１，０００ 円

＊乳用種肥育

　

肥育牛４００頭規模

　　　　

区 分

　　　　　

，

　　　　　　

単価×頭数

　　　　　　　

１

　　　

合計

　　　

１
１

　　　　

父 種 育

　　　　

ョ 頭

　　　　　　　　

ｌ

　　　　　　

ｍ
ｌ

　　　　　　

種

　

女

　　　　　

ョ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｌ

　　　　

交雑種肥育牛

　　　　　　　　　　　

１０５円×１２０頭＝１２，６００円

　　　　　　　　

３９，２ｏｏ 円

　　　　

乳用種肥育牛

　　　　　　　　　　　　

９５円×２８０頭＝２６，６００円

＊養豚（家族型） 一貫

　

年間出荷頭数４００頭規模

１２０円×１頭＝１２０円
１２０円×２２頭＝２，６４０
３０円×２３２頭ニ６．９６０

＊養豚（企業型） 一貫

　

年間出荷頭数２，０００頭規模

　　　　

繁殖用種豚 （雄）

　　　　　　　　　　　　

１２５円×５頭＝６２５円

　　　　　

区

　

分

　　　　　　　　　　　　　　　

単価×頭数

　　　　　　　　

１

　　　　

合計

　　　　

１

　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

頭

　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　

１

　　　

　　

　

　

　

　

　　　　

　

　　　　　　　　　　

　
　

　　　　　　　　　　

　

　　　

　
　　

　
　

　

　
　 　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　

　

　

場

　

荷

　　　

育

　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　

繁殖用種豚 （雌）

　　　　　　　　　

１２５円×１１０頭＝１３，７５０円

　　　　　　　　

５４，９７５ 円

　　

と畜場に出荷される肥育豚

　　　　　　　　　

３５円×１，１６０頭＝４０，６００円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｒ二ミ
ニ

無 事 戻 し に つ い て

　　　　　　　　　　　　　　　　　

‐

　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｊ

■

　

互助金の交付契約期間終了後、 互助基金の残額につし、ては、１／２ 相当額が平成 ２２

　

・隻

　　

年の宮崎県における口蹄疫発生時に国 （（独） 農畜産業振興機構） が立て替えた生産

　　

．キも

　

者互助基金の返還に充てられ、１／２相当額が加入者へ返戻されます。

　　　　　

議塞

９，７２０円



　

　　

　

　　　　
　　　　　　
‐▲

　　　　　　

．・

　

・

　

、－　　　　　　　　　　
・、．－・▲ｒ◆

　

ー

公益社団法人中央畜産会

　

衛生指導部

事業の内容に関するお問し、合わせ先
”

　　　　　　　　　　　　　　　　

－．‐

　

ノノ

家畜防疫互助基金支援事業の詳しい内容、 ご不明な点につし、ては、

　　

お近くの都道府県畜産協会等にお問し、合わせくださし、。

０１１‐６４２‐４９９０

０１７‐７２２‐４３３１

（一社）岩手県畜産協会 ０１９‐６９４－１２７２

（一社）宮城県畜産協会 ０２２－２９８‐８４７２

（公社）秋田県農業公社

（公社）山形県畜産協会

（公社） 福亨ｒ‐

（公社）茨城県畜産協会

（公社）栃木県畜産協会

０１８‐８９３‐６２１３

０２３‐６３４‐８１６７

０２４‐５７３‐０５１５

０２９－２２５‐６６９７

０２８‐６６４‐３６３３

（公社）群馬県畜産協会

（一社）埼玉県畜産会

（公社）千葉県畜産協会

（公社）東京都獣医師会

（一社）神奈川県畜産会

０２７‐２２０－２３７１

０４８‐５３６‐５２８１

０４３‐２４１‐１７３８

０３‐３４７５‐１７０１

０４５‐７６１‐４１９１

（公社）新潟県畜産協会

（公社）富山県畜産振興協会

（公社）石川県畜産協会

０２５‐２３４‐６７８３

０７６‐４５１‐０１１７

０７６‐２８７‐３６３５

（一社）福井県畜産協会 ０７７６‐２７‐８２２８

（公社）山梨県畜産協会 ０５５‐２２２‐４００４

（一社） 長野県畜産会 ０２６‐２２８‐８８０９

（一社）岐阜県畜産協会 ０５８‐２７３‐９２００

（公社）静岡県畜産協会 ０５４－２５３‐３２１８

（公社）愛知県畜産協会 ０５２‐９５１‐７４７７

（一社）三重県畜産協会 ０５９‐２１３‐７５１１

〒１０１－○０２１

東京都千代田区外神田２‐１６－２（第２Ｄ１Ｃビル９階）

ＴＥＬ０３－６２０６‐０８３２

　

ＦＡＸ０３‐３２５６‐９３１１

Ｅ‐ｍａ＝＝ｅｉｓｅｉ＠ｓｅｃ．１ｉｎ．ｇｒ．」Ｐ

　　　　　　　　

・
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